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Reverence in Ravine

　かくれんぼの鬼のように振舞う探査性及び文化性1を有する創発的振

舞2を発現させる環境。利用環境における、観客としての因子から、記録

物又は生成物を音光の出力源として用いて一つ又は二つ以上の出力の指

向性を素材とする立体構造を形成する装置としての因子に向かう、振舞

の制御に基づく。

Transparent Sculpture

　舞台芸術のような演舞性及び文化性を有する創発的振舞を発現させる

環境。利用環境における、観客等としての様々な因子と、環境を源とす

る音を入力源及び出力源として用いて一つ又は二つ以上の出力の指向性

を素材とする立体構造を形成する装置としての因子と、の間の、音声を

主な媒体とする相互作用の制御に基づく。

Data Auditorio

　カラオケのような独唱性及び文化性を有する創発的振舞を発現させる

環境。利用環境における、観客等としての様々な因子と、環境を源とす

る音を入力源及び出力源として用いてその音を任意の形態で経時的に再

構成処理し一つ又は二つ以上の出力の指向性を素材とする立体構造を形

成する装置としての因子と、の間の、音声を主な媒体とする相互作用の

制御に基づく。

1象徴的振舞等。詳細はMisawa (2016)を参照。
2新たな形態の振舞、機能、効果等。

6



目録

1. 環境と装置との間の相互作用モデル。

2. Reverence in Ravine（装置）

3. Transparent Sculpture（装置）

4. Data Auditorio（装置）

録音

1. Reverence in Ravineの立体構造

2. Transparent Sculptureの立体構造（バイノーラル録音）、創発的振

舞（口笛、拍手、叫声等）

3. Data Auditorioの創発的振舞（発声、歌唱等）
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